　　　　　

　2018年12月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　司
読書メモ
マンガ　おもしろいほどよくわかる古事記　　かゆみ歴史編集部　編　　西東社
　神々の誕生から古代天皇の伝説まで歴史がつながる33の物語
　（マンガでひも解く「この国」の原点）
神道とは？神道の日本社会での関わりは？　（これまでに理解してきた内容:概要）
1 神道は、日本において古来からあった神々への信仰が、仏教、道教、儒教などの影響を受けて展開してきたものである。神道には、最初から明確な教義があったわけではなく、長い時間をかけて神学が形成され、とりわけ近世になって体系化がすすめられた。また古来の伝統的な信仰や儀礼が神道として認識されるようになったのは、仏教伝来以降のことと考えられる。しかし、神道と仏教は、明確には区別されず、神仏習合とよばれる融合した形をとった。
2 中世になると仏が人々を救うために神に姿を変えてこの世に現れ、神仏は本来同一であるとする本地垂迹説（ほんじすいじゃくせつ）が流布し、神仏習合がさらに複雑化した。
3 神道と仏教とが今日のように明確に区別されるようになったのは、両者を明確に区別することが目的とした明治期の神仏判然令の結果である。現在では、一般に神社を中心とした信仰や儀礼が、神道として認識されている。
１．この本「マンガ　おもしろいほどよくわかる古事記」を読んでみての感想：
1 解説文と漫画の分量がバランスよく保たれていて興味がわく。また、内容もとてもわかりやすく理解がすすみ、古事記の入門書としては、とても良い本だと思う。
2 古事記は、神話の要素が大きいので、神々の心の動きは、はかり知れないが漫画は、シンプルに描かれているので分かりやすい。また、感情の流れがわかるように喜怒哀楽をオーバーな表現で描かれているので親しみやすい。（古事記は、神々も含め、単純な人間ドラマとしてみた方が入りやすいと思う）。
3 古事記には、現代にない名前がたくさん出てくる。
大国主神（オオクニヌシノミコト）、須佐の男命（スサノオノミコト）など。そして、名前だけだと男女の区別もわからないものもあり登場人物が、だれがだれかわからなくなる。このような複雑な登場人物でも漫画だときちんと描き分けられているので、理解しやすい。
4 文章で説明されるより、絵なら簡単に理解できる。特に最初の「天地創造」の部分は、神様がこの国を作ったということになっているが、文章だけでは、イメージしづらいが絵でみることで文章から想像しづらいことが、簡単にイメージができた。
例：「天逆鉾（あめのぬぼこ）以て滄海（そうかい）を探る」
　　　この部分では、イザナギとイザナミが、国造りのため、鉾を使って海をかき回す部分であるが絵をみることでイメージがわいてくる。
純粋にストーリーを楽しんでその後に他の古事記の文献をみることで自分なりの見方、解釈ができるのではなかろうか？ 
2.古事記の成立
「古事記」冒頭にまとめた序文によると　第40代天武天皇の言葉は、　「私の聞くところによると各地に伝わっているこの国の歴史は、真実とは全く異なり，嘘偽りが加えられているという。今、誤りを正さなければ、真実が失われてしまうだろう。そこで、天皇の系譜や歴史、神々の物語を選び記して、この国の正しい歴史を後世に伝えたいと思う」
そこで、天武天皇は、記憶力に優れた「舎人（とねり）」（天皇の側仕え）の稗田阿礼（ひえだのあれ）に命じ天皇の系譜と歴史「帝記（ていき）」と神々の物語「旧辞（きゅうじ）」を正しく選定しなおして覚えさせた。（681年頃）
しかし、天武天皇の崩御により、一時中断した。その後、711年、第43代元明天皇がこの事業を再開させるべく、学者の太安万侶（おおのやすまろ）に命じて稗田阿礼が覚えた「帝記）」と「旧辞」を書き取らせた。そうして完成した書物は、翌712年に天皇に献上された。これが、日本最古の歴史書「古事記」である。
3．内容　構成

第１章　イザナキとイザナミの悲恋
第2章 英雄スサノオの誕生
第3章 オオクニヌシの国づくり
第4章 ニニギ降臨と神武天皇の即位
第5章 ヤマトタケルの活躍
第6章 神功（じんぐう）皇后の奮闘と天皇の血脈
各章の後に、地図で見る古事記、古事記を紐解く謎、古事記縁の神社案内が載せられており、興味がわく。
例えば：

1 地図で見る古事記：淡路島（イザナキ、イザナミが生むのに成功した初めての国）、佐渡島「7番目に生まれ島」など12個
2 古事記を紐解く謎：「結婚の際の声かけが、男性からなのは、なぜ？」
　二人は、婚儀の際に男性から声をかけなかったため、国つくりに失敗したが、これは、中国の「儒教」の「妻は、夫に身をもって尽くす義務がある」という教えに影響されているとみられる。
ここから、男性が結婚の主導権を握るべきだと説いていると思われる。
3 古事記縁の神社案内：「多賀大社」。滋賀県にあり、イザナキの終焉の住居「幽宮（かくれみや）」だと伝わっている。
4.古事記の世界観：
「古事記」の基本的な世界観は、「高天原（たかまがはら）」、「葦原の中つ国（あしはらのなかつくに）」「黄泉の国（よみのくに）」の3つでなりたっており、すべて垂直につくられている。高天原は、天に位置するとされる神々の国で、アマテラスが統治する。中つ国は、私たちの暮らしている国のことで、神々と人間が暮らしており、もとは、オオクニヌシが統治していたが、その後、アマテラスに譲られ、その孫のニニギに委任された。黄泉の国は、死者の住む国。ヨモツオオカミと名前を変えたイザナミが治めている。
5.「記」と「紀」の違いについて：
（私的な「古事記」と公的な「日本書紀」）
「古事記」とは、誤った伝承が語り継がれるのを恐れた第40代天武天皇が、正しい日本の神話と天皇の系譜を選定し直して、舎人（とねり）の稗田阿礼（ひえだのあれ）に読み覚えもさせたのがはじまり。それを学者の太安万侶（おおのやすまろ）に書きとらせ、712年に第43代元明天皇へ献上され、歴史書として成立した。構成は、上・中・下の3巻構成になっており、神代から第33代推古天皇までを記す。神話が三分の一を占めるほど多く扱われており、天皇と神々の血縁を明らかにすることで、「国内に向けた天皇の権威付けを目的としている」。書体は、日本化された漢文で記されている。
「日本書紀」は、「古事記」成立の後8年後である720年に完成した日本最古の正史である。編纂には舎人（とねり）親王など数多くの官人や知識人が加わり，約40年をかけて完成した。
全30巻から成り、神話の時代から第41代持統天皇までの実績が記されている。神話に関する割合は，8分の１程度である。「古事記」では、多くを語られていない天皇の系譜も詳細に記され、国外に向けて日本の正当性を主張するものと考えられている。書体は、純粋な漢文で記されている。「古事記」が、天皇の私的な書物であるのに対し、「日本書紀」は、国家事業とみなされる。
以上
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